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飛べ！ わが家のスーパーマン !!
（10月８日　保育所連合運動会「トンネルぬけたらスーパーマン ?!」）

平成 29 年 11月号　No.92

今月のみどころ
・平成 28年度決算報告
・富士川町の秋祭り
【くらしのカレンダー】
・�J アラート情報伝達訓練のお
知らせ
・秋季火災予防運動



　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
が
80
億
4
，5
6
5
万
6
千
円
、歳
出
が

75
億
9
，7
8
5
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、事
務
事
業
の
見
直
し
や
経

費
節
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
決
算
と
比
べ
歳
出
が
、
1
・
5
％
減
と
な
り
、
経
済
情
勢

が
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
並
み
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
13
の
特
別
会
計
は
総
額
で
歳
入
55
億
4
，6
2
1
万
4
千

円
、
歳
出
51
億
9
，2
1
7
万
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

国 民 健 康
保 険 会 計

歳入 21億 5,833 万 4千円

歳出 19億 7,735 万 6千円

後期高齢者
医 療 会 計

歳入 3億 7,666 万 9千円

歳出 3億 5,125 万 5千円

介 護 保 険
会 計

歳入 18億 6,155 万 6千円

歳出 17億 9,013 万 6千円

介護サービ
ス事業会計

歳入 1億 521 万 1千円

歳出 9,907 万 7千円

奨学金会計
歳入 129 万 1千円

歳出 0円

簡 易 水 道
事 業 会 計

歳入 2億 834 万円

歳出 1億 9,279 万 2千円

下水道事業
会 計

歳入 8億 880 万 4千円

歳出 7億 5,820 万 1千円

営農飲雑用
水事業会計

歳入 417 万 4千円

歳出 338 万 7千円

箱原農業集落
排水事業会計

歳入 1,840 万 7千円

歳出 1,703 万 3千円

鹿島財産区
会 計

歳入 8万 9千円

歳出 1千円

カラマツオ
財産区会計

歳入 56万 6千円

歳出 40万 5千円

こ と ば の
教 室 会 計

歳入 185 万 7千円

歳出 166 万 2千円

充指導主事
会 計

歳入 91万 6千円

歳出 86万 6千円

水道事業会計
◆収益的
　収入

2億 2,266 万 7千円
　支出

1億 9,532 万 3千円
◆資本的
　収入

1,012 万円
　支出

7,584 万 4千円
※�収入支出差引不足分は、過
年度分損益勘定保留資金な
どで補てんしています。

平成 28年度　特別会計・企業会計決算

　決算とは、町の実際の収支をまとめた「実績」にあたります。
　平成28年度にみなさんに納めていただいた税金や、国・県などから町に入ったお金
がいくらで、どのように使われたかをお知らせします。

●お問い合わせ　会計課　会計担当　☎22−7210
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平成28年度

決算報告
平成 28 年度

決算報告

　
景
気
回
復
や
税
制
改
正
の
影
響
な

ど
か
ら
税
収
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や

各
種
交
付
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予
算

執
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り

一
層
の
経
費
節
減
、
効
率
的
な
事
業

執
行
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

町
税
15
億
8
，9
7
9
万
9
千
円

（
19
・
8
％
）、
地
方
交
付
税
32
億
2
，

3
2
8
万
5
千
円
（
40・1
％
）、
国

庫
支
出
金
6
億
7
，2
4
2
万
6
千

円（
8・4
％
）、町
債
6
億
2
8
0
万

円
（
7・5
％
）、
県
支
出
金
4
億
1
，

5
9
6
万
9
千
円
（
5
・
2
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
・
依
存
財
源
で
分
類
す

る
と
、
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
（
町
税
、
財
産
収
入
な
ど
）
で

あ
る
自
主
財
源
が
約
34
％
、
国
や
県

な
ど
か
ら
の
財
源
で
あ
る
依
存
財
源

（
交
付
税
、交
付
金
な
ど
）が
約
66
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
》
に
つ
い
て

　
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

民
生
費
21
億
4
，7
0
9
万
3
千
円

（
28
・
3
％
）、
衛
生
費
11
億
8
，

0
9
4
万
2
千
円
（
15・5
％
）、
土

木
費
10
億
3
，5
2
6
万
7
千
円

（
13・6
％
）、総
務
費
10
億
4
5
5
万

3
千
円
（
13
・
2
％
）、
公
債
費

8
億
7
，1
7
7
万
4
千
円
（
11
・

5
％
）
教
育
費
5
億
2
，5
6
9
万

7
千
円
（
6
・
9
％
）
で
す
。

町のために使ったお金
町民１人あたりにして
見てみましょう！

平成29年4月1日現在の富士川町の人
口15,575人で計算しました。

町民 1人当たりの
歳入　51万 6,575 円
歳出　48万 7,824 円

民生費
13万7,855円

土木費
6万6,470円

総務費
6万4,498円

教育費
3万3,753円

衛生費
7万5,823円

消防費� 2万 1,409円
農林水産業費� 1万 4,446円
商工費� 8,799円
諸支出金� 3,271円

公債費　5万5,973円

社会福祉、障がい者・
高齢者・児童福祉など
の費用

道路、河川、都市
計画などの費用

町が通常必要とする
全般的な経費

学校教育や社会教育・
体育などの費用

健康や衛生的な生活環
境を維持する費用

借入金の元金や利子の
支払いに必要な費用

《
歳
入
》
に
つ
い
て

《
歳
出
》
に
つ
い
て
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平成 28年度に行われた

主な事業の実績
児童センター施設整備事業

（民生費）
町道富士川公園線道路改良工事

（土木費）
町道大椚大久保線道路改良工事

（土木費）

▲建設予定地（最勝寺地内）
▲�町民交流広場への進入路となる町道富
士川公園線

▲�一部使用開始された町道大椚大久
保線

　
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぎ
、
悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早
期
に
健

全
化
を
促
す
た
め
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」の
施
行

と
と
も
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て
4
つ
の
指
標
お
よ
び
公
営
企
業
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
指
標
で
国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
一
層

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を

示
す
も
の
で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
・
黒
字
を

合
算
し
、
市
町
村
全
体
と
し
て
の
赤

字
の
程
度
を
示
す
比
率
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
分
な
ど
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
財
政
負
担
を
見
る
た

め
の
比
率
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

市
町
村
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
債
分
を
指

標
化
し
、
将
来
の
負
担
を
示
す
も
の

で
す
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営

企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
況
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

◆資金不足比率
会　　計　　名 町の指標 国の経営健全化基準

水道事業会計
簡易水道事業特別会計
営農飲雑用水事業特別会計
下水道事業特別会計
箱原農業集落排水事業特別会計

全会計ともに
資金の不足は
ありません

20.0 ％

●
お
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課　
財
政
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

用
語
の
解
説

※　富士川町の「実質赤字」「連結実質赤字」は黒字であるため比率値は表記しません。
※　標準財政規模…人口や面積の規模から算出される、自治体が通常の行政サービスを行うために必要な収入額
※　実質赤字…「歳入」－「歳出」
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シリーズ

◇移転の対象となる町の施設
　町の施設では、利根川公園内にある、スポーツ広場（グラウンド）、
町民体育館、児童センターがリニアの路線下となっており、各施設に
おいては、移転の準備に入っています。

・スポーツ広場（グラウンド）は…
　富士川病院東側の河川敷地において、工事を進めています。
・町民体育館は…
　建設基本計画検討委員会において、これから建設する体育
館の機能、規模などの検討に入っています。
・児童センターは…
　増穂小学校南側の土地に移転場所が決まり、現在、建物な
どの設計がおおむね完了し、建設工事の準備に入っています。
　平成31年3月の完成を目指しています。

◇トンネル工事が予定されている穂積区仙洞田地内では
　同地内では、早川町まで抜けるトンネル工事が
予定されています。JR東海では、地区の皆さんに
対して、工事や用地に関する説明会を開催し、今
後の進め方などについて説明を行っています。

◇お知らせ
　10月12日と19日に、沿線の影響する土地地権者を
対象とした「超電導リニア試験立会い」が行われ、ご応
募があった193人の方が体験試乗をされました。
　JR東海では、この試乗につきまして、来春以降にも対
象者を拡大しながら実施する計画もあります。
〔農作物品目調査について〕
　リニア建設に伴う日陰による農作物への影響調査の前
段として行っています。
　該当する地区には、すでに回覧でお知らせされていま
すが、来年2月頃までに2回実施することとなっていま
す。調査員は、身分証を明示のうえ、現地調査に入って
います。

　　　　　　　　　●お問い合わせ
　　　　　　　　　　財務課　リニア対策室　☎22−7201
　【次回は、「騒音と日照に関する影響予測について」を掲載します。】

リニア中央新幹線に関する相談窓口
　リニア中央新幹線に関して、JR東海や県などに直
接聞きにくいことや、住居の移転先に関すること、
農地の取得に関することなど、皆さんがお持ちの心
配ごとに対して、次のとおり相談窓口を開設します。
　お気軽にご利用ください。
◆受付窓口　役場財務課リニア対策室
◆場　　所　役場本庁舎2階
◆電話相談　22−3111（専門ダイヤル）
◆受付時間　午前8時30分〜午後5時15分

《その１》
　リニア中央新幹線は、町内を約 13km（トンネル部分を含む）
にわたり通過することとなり、現在、JR東海では、10 年後の
開業に向けて、用地測量や物件調査などに入っています。
　町では、このリニア事業に関する情報提供として、今月号か
ら 6回にわたり掲載していきます。
　今回は、現在、町の中で進められているリニア事業の状況に
ついて、お知らせします。
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町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
と
は

　
町
で
は
、納
期
限
を
過
ぎ
る
と「
督

促
状
」
を
発
送
し
ま
す
。「
督
促
状
」

を
発
送
し
た
日
か
ら
10
日
を
過
ぎ
る

と
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。（
法
律
で
は
事
前
の

差
押
予
告
通
知
も
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。）
ま
た
、
差
押
え
前
に
は

「
勤
務
先
」
や
「
取
引
先
」
に
対
し
、

調
査
に
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
預
貯
金
の
差
押
え

　
預
貯
金
（
普
通
預
金
、
定
期
預
金

な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
、
金
融
機
関

な
ど
か
ら
取
り
立
て
ま
す
。

○
生
命
保
険
契
約
の
差
押
え

　
保
険
契
約
な
ど
に
お
い
て
有
す
る

請
求
権
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

○
給
与
の
差
押
え

　
勤
務
先
へ
通
知
し
、
支
払
わ
れ
る

べ
き
給
与
の
一
部
を
差
し
押
さ
え
ま

す
。

　
ほ
か
に
も
、自
動
車
の
差
押
え（
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）、
不
動
産
（
土
地・建

物
）
の
差
押
え
、
家
財
道
具
な
ど
の

差
押
え（
捜
索
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

県
下
一
斉
滞
納
整
理

強
化
期
間
が
始
ま
り
ま
す
！

　
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
今
年
か

ら「
県
下
一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
」

を
設
定
し
、
県
税
と
市
町
村
税
の
滞

納
者
に
対
し
て
、
県
総
合
県
税
事
務

所
と
市
町
村
に
よ
る
合
同
捜
索
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
重
点
的
に
実
施

し
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
自
動
車
、

動
産
な
ど
）
は
、
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
合
同
動
産

公
売
会
を
利
用
し
て
売
却
さ
れ
ま
す
。

◇
期
間　
11
月
1
日
（
水
）
〜
12
月

28
日
（
木
）

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
通
知
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
」

「
う
っ
か
り
納
期
限
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
の
場
合
で
も
、
放
っ

て
お
く
と
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
税
金
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
や
病
気
な
ど
、
事
情

が
あ
る
方
は
、
放
置
せ
ず
に
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
税
務
課
に
連

絡
の
う
え
、
収
入
や
支
出
、
生
活
の

状
況
が
わ
か
る
資
料
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

　
固
定
資
産
の
評
価
（
土
地・家
屋
）

に
伴
う
現
地
調
査
で
は
、
対
象
と
な

る
土
地
・
家
屋
を
特
定
し
、
敷
地
周

辺
か
ら
確
認
し
ま
す
が
、
外
観
か
ら

確
認
で
き
な
い
物
件
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
許
可
を
得
て
、
敷
地
内
に

立
ち
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
に
は
、
職
員
が

徴
税
吏
員
証
を
提
示
し
て
許
可
を
求

め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

滞納整理を強化します！
11月・12月は、「県下一斉 滞納整理強化期間」

納
付
や
連
絡
が
な
い
場
合
は
、

『
滞
納
処
分
』
を
執
行
し
ま
す

　
税
金
は
、
毎
日
の
生
活
を
支
え
、
福
祉
や
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
、
ご
み

処
理
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
非
常

に
重
要
な
財
源
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
に
応
じ
な
い
人
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、滞
納
処
分
を
行
い
、

強
制
的
に
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲自宅を捜索する様子

固
定
資
産
評
価
に
伴
う

　
現
地
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
上
半
期
（
4
月
〜
9
月
）
の
差

押
件
数
は
、
96
件
で
、
前
年
同
期

と
比
べ
て
56
件
の
増
、
2
・
4
倍

の
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
内

訳
は
、
23
ペ
ー
ジ
）
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
に
お
い
て
、
町
内
に
土
地
や
家

屋
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
現
況

確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
正
確
な

課
税
の
た
め
に
も
、
家
屋
の
増
築
や

取
り
壊
し
を
し
た
場
合
は
、
税
務
課

資
産
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
窓
口
で

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

　
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
（
給
与

支
払
者
）
が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員

に
支
払
う
際
に
、
町
か
ら
通
知
さ
れ

た
個
人
住
民
税
額
を
国
の
所
得
税
と

同
様
に
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

◆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
、
特
別

徴
収
（
給
与
天
引
き
）
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
特
別
徴
収
を
し
て
い

る
従
業
員
が
異
動
（
退
職
、
転
勤
、

休
職
、
死
亡
な
ど
）
し
、
事
業
主
か

ら
、
給
与
の
支
払
い
を
受
け
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
税
務
課
に
異
動
届

出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
給
与
の
支
払
期
間
が
不
定
期
」

「
毎
月
の
給
与
が
少
な
く
、税
額
を
引

く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
理
由

に
よ
り
普
通
徴
収
（
従
業
員
が
自
分

で
納
付
）と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
住
民
税
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

税を考える週間　講演会のお知らせ
　皆さんに身近な問題として税に対する認識を高め
ていただくため、講演会が開催されます。どなたで
も参加できますので、ご近所お誘い合わせのうえ、
お出かけください。
日　時：11月14日（火）午後1時30分〜
会　場：身延町総合文化会館（身延町波木井407）
講　師：鰍沢税務署長　伊東幸喜氏
　　　　鰍沢税務署個人課税第一部門
　　　　担当官　川口満氏
●お問い合わせ　鰍沢青色申告会　☎22−8515

青色決算・消費税説明会のお知らせ
日　時：12月4日（月）午後1時30分〜
会　場：町商工会館
●お問い合わせ　鰍沢税務署　☎22−3191

平成 29年分 年末調整説明会
　町では、鰍沢税務署、鰍沢法人会および鰍沢青色申
告会共同で給与事務担当者を対象とした「平成29年
分年末調整説明会」を次のとおり開催します。

日　時：11月29日（水）午後1時30分〜
会　場：町民会館

※年末調整関係用紙は、午後1時から配布します。ま
た、30日以降は、税務課窓口でも受け取ることができ
ます。
※源泉所得税、法定調書関係書類は、直接鰍沢税務署
にお問い合わせください。

●お問い合わせ　鰍沢税務署　☎22−3191
　　　　　　　　税務課　住民税担当　☎22−7205

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」の

提
出
を

個
人
住
民
税
の

『
特
別
徴
収
』の
完
全
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す

普
通
徴
収
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
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あなたの家にも

　 住宅用火災警報器
の設置が義務付けられています

　
町
で
は
、
役
場
新
庁
舎
整
備
基
本

計
画
検
討
委
員
会
か
ら
の
検
討
結
果

の
報
告
を
受
け
、
新
庁
舎
整
備
に
向

け
、「
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た

り
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
者

○
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
を

有
す
る
個
人
・
法
人
・
団
体

○
本
町
に
対
し
、
納
税
義
務
を
有
す

る
方

◆
募
集
期
間

　

10
月
26
日
（
木
）
〜
11
月
24
日

（
金
）

◆
閲
覧
方
法

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
町
政
情
報
→
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
→
富
士
川
町
新
庁
舎
整
備
→
富
士

川
町
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
に
つ
い

て○
管
財
課
（
役
場
本
庁
舎
2
階
）

◆
意
見
の
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

　
管
財
課
（
役
場
本
庁
舎
2
階
）

○
郵
送

　
〒
4
0
0
―
0
5
9
2

　
天
神
中
條
1
1
3
4

　
管
財
課
施
設
整
備
担
当
宛
て

○
F
A
X

　
☎
22
―
3
1
7
7

○
E
メ
ー
ル

kanzai@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

◆
注
意
事
項

○
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
用
紙
に
氏
名
、
住
所
（
勤
務

先
ま
た
は
事
業
所
名
）、連
絡
先
の
明

記
が
な
い
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は

意
見
と
し
て
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
管
財
課　
施
設
整
備
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
6

　
農
地
（
田
や
畑
）
を
住
宅
や
駐
車

場
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に

す
る
こ
と
を
農
地
の
転
用
と
い
い
、

一
時
的
に
資
材
置
場
な
ど
に
す
る
場

合
も
農
地
の
転
用
に
な
り
ま
す
。
地

目
が
田
・
畑
以
外
で
も
、
現
在
耕
作

さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。

　
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
許
可
で
農
地
を

転
用
し
た
場
合
、
農
地
法
違
反
と
な

り
工
事
の
中
止
や
現
状
回
復
命
令
が

な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
転
用
す
る

場
合
は
農
地
法
第
4
条
の
許
可
、
農

地
の
所
有
者
以
外
が
農
地
を
買
っ
て

（
ま
た
は
借
り
て
）転
用
す
る
場
合
は

農
地
法
第
5
条
の
許
可
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
農
地
の
転
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
前
に
必
ず
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
（
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

あなたの家にも

　 住宅用火災警報器
の設置が義務付けられています

　住宅火災による死者は、建物火災による死者の約9割を占めており、死者の発生状況の経過では、逃げ遅れによ
るものが最も多くなっています。こうした死者数を減らすため、消防法によりすべての住宅に住宅用火災警報器の
設置が義務付けられています。あなたの大切な命を守るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　また、警報器の本体は、10年を目安に交換が必要です。すでに設置されている家庭では、火災以外の異常を知ら
せるアラームが鳴った場合には、点検を行い、故障や電池切れの場合は、直ちに交換してください。

▶日頃から機器の点検をしましょう
▶�本体の紐を引くものや、ボタンを押すことで点検できる物など機種によって方法は
異なりますが、取扱説明書をよく読んで正しく点検を実施してください。
▶�ほこりなどが付着すると火災を感知しにくくなります。家庭用中性洗剤に浸した布
などを十分に絞って、軽く汚れを拭き取ってください。（取り扱い説明書に従ってく
ださい）

●お問い合わせ　防災課　防災担当　☎22−7218
　　　　　　　　峡南広域行政組合消防本部　☎055−272−1919（代表）

農
地
を
農
地
以
外
に

利
用
す
る
と
き
は
、

許
可
が
必
要
で
す
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「
平
成
27
年
度
乳
幼
児
栄
養
調
査

（
※
）
結
果
概
要
」
に
よ
る
と
、
保
護

者
の
生
活
習
慣
が
子
ど
も
の
生
活
リ

ズ
ム
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
親
に
朝
食
習
慣
が
な
い
と
、
子
ど

も
の
朝
食
欠
食
率
が
高
く
、「
保
護
者

と
子
ど
も
の
朝
食
習
慣
に
一
定
の
関

係
が
あ
る
」
こ
と
が
調
査
結
果
か
ら

わ
か
り
ま
し
た
。

※
厚
生
労
働
省
が
乳
幼
児
の
食
生
活
改

善
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
調
査

　
乳
幼
児
（
0
歳
か
ら
6
歳
未
満
）

の
生
活
習
慣
に
関
す
る
状
況
の
就
寝

時
刻
項
目
で
は
、「
保
護
者
の
就
寝
時

刻
が
遅
い
ほ
ど
、
午
後
10
時
以
降
に

就
寝
す
る
子
ど
も
の
比
率
が
高
い
」

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
夜
ふ
か
し

を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
朝
は

早
く
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
睡
眠
時
間
が
短
く
な
り
、
生
活

意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
朝
食
を
「
必
ず
食
べ
る
」
と
答
え

た
保
護
者
の
子
ど
も
は
、
95
・
4
％

が
「
朝
食
を
必
ず
食
べ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
の
に
対
し
、朝
食
を「
ま
っ

た
く
食
べ
な
い
」
と
答
え
た
保
護
者

の
子
ど
も
は
、
79
・
5
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
生
活
習
慣
は
、
大
人
の

生
活
習
慣
や
意
識
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
大
人
が
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
家
族
み
ん
な
で
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
実
行
す
る
こ

と
が
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
大
人
自
身
の

働
き
方
、
価
値
観
の
見
直
し
の
き
っ

か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

子育て支援課
☎22−7221

親
子
で
見
直
そ
う
　
生
活
習
慣

　
　
　
　
〜
乳
幼
児
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら
〜

〈生活リズムを整えるために大切なこと〉

○毎日、ほぼ決まった時間に起きる　　　○夜は、あまり明るい光を浴びない
○早起きして、朝の光を浴びる　　　　　○寝るときは、部屋を暗くする
○毎日、朝ごはんを食べる
○1日3食を、決まった時間に食べる
○日中は、外で体を動かす
○寝る前までテレビやパソコン、スマホなどを使用しない

　日頃から取り組んでいる活動の成果を発表します。ぜひ、ご観覧ください。

日　　時� 11月18日（土）〜20日（月）
� 午前9時〜午後7時　※20日は午後3時まで。
場　　所� 町民会館（☎22−4648）
展示内容� 文芸・写真・書道・絵画・陶芸・生け花・絵手紙・児童生徒作品など

日　　時� 11月18日（土）、19日（日）
� 午前10時〜午後3時
場　　所� 町民会館　和室

●お問い合わせ　　町文化協会事務局（ますほ文化ホール内）　☎22−8811

富士川町民文化祭
第8回

富士川町民文化祭

文化展

茶　席

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に

配
慮
し
よ
う
！

毎
日
朝
ご
は
ん
を

家
族
で
食
べ
よ
う
！
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富士川町�の秋祭り富士川町�の秋祭り

もみじ祭り
第20回大柳川やすらぎの里

ゆずの里
まつり

氷室の郷
ふれあい
まつり

◇時間　午前 8時 30分〜午後 3時　※予定
◇場所　大柳川やすらぎ水辺公園

◇時間　午前 10時〜午後 2時 30分　※予定
◇場所　小室山妙法寺境内

◇時間　午前 10時〜午後 2時
　　　　　※予定
◇場所　平林交流の里
　　　　　　みさき耕舎

富士川町の『秋』はイベント 目白押し！
11月の週末は、ふるさとの 味と景色、そして人とのふれあいに
心あたたまるひとときを富士 川町で過ごしてみませんか？

◆のんびり歩こう　もみじの里ウォークラリー
　参加受付時間：午前 8時 30分〜 10時 30分
　受付場所：大柳川やすらぎ水辺公園（事前申し込みは不要です）
　コース：9 km、6 km
◆青空市場（雨天中止）
　地元で採れた農産物、手作り郷土食などを販売します。
◆郷土料理「みみ」コーナー
　「福をすくう」という縁起の良い郷土料理「みみ」を
　300 円でご提供します。
◆ますつり大会（小雨決行）
　参加料：大人 1,000 円（中学生以下無料）
　※釣具、えさは持参してください。

●お問い合わせ　産業振興課　観光振興担当　☎22−7202

◆ゆずの販売
◆ゆずのピラミッド数当てクイズ
◆名物ゆず餅（つきたて）
◆ゆず湯のサービス
◆ゆず狩り体験
◆よさこい踊り

◆新鮮な「みさき大根」収穫祭
◆氷室神社神楽会によるかぐらの舞
◆当たり券付もちまき大会

役場〜会場　臨時バスが出ます！
【行き】 【帰り】
8：00 本 庁 舎 14：30
↓ ↑
8：10 旧 分 庁 舎 14：20
↓ ↑
8：20 中部住宅前 14：10
↓ ↑
8：30 会 場 14：00

11/19
（日）

11/19
（日）

11/26
（日）
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富士川郷土料理　みみ（200円）

大好評！
富士川町�の秋祭り富士川町�の秋祭り

甲州富士川まつり
第8回

◇時間　午前 9時 30分〜午後 2時 30分
◇場所　利根川公園スポーツ広場
◇総合司会　「ぴっかり高木といしいそうたろう」
※�駐車場は「ニスカ駐車場」「ますほ文化ホール」を
ご利用ください。無料シャトルバスを運行します。
●お問い合わせ
　富士川まつり実行委員会【産業振興課内】

　☎ 22−7202 または 22−1111 ㈹

◆富士川市場
　商工会・企業・各種団体などによる
　特産品の展示販売をします。
◆ふるさと自然塾出張工作体験コーナー
　木を使ったおもちゃ作り
　（親子で参加できます）
◆熱気球搭乗コーナー
　本会場北側（午前 8時〜）
◆ふぁふぁ遊具　　1回 100 円
◆富士川町区模擬店
　各地区個性豊かな出店
◆農産物市場　　町の農産物販売
◆模擬店コーナー　　多彩な出店
◆ステージ
　よさこい・和太鼓演奏・ダンスなど
◆クラシックカー（旧車）展示コーナー

第 8回 富士川町駅伝大会

JAまつり

　富士川町国際交流協会

第 22 回ワールドグルメプラザ
〜世界の『食』を通じて交流しよう〜

富士川町の『秋』はイベント 目白押し！
11月の週末は、ふるさとの 味と景色、そして人とのふれあいに
心あたたまるひとときを富士 川町で過ごしてみませんか？

大好評！

　大柳川渓谷がある「十谷地区」に伝わる郷土
料理。小麦粉をこねて農具の箕（み）の形にし、
たくさんの野菜と田舎味噌で煮込みます。
　食材は、㈱はくばく様、加賀美しめじ園様、
望月きのこ園様よりご提供いただいています。

同時開催

【会　　場】
　ますほ児童センター前
【お問い合わせ】
　富士川町国際交流協会
　（事務局）
　☎ 22−7216

【会　　場】
　利根川公園駐車場
【お問い合わせ】
　ふじかわ農協北部
　営農生活センター
　☎ 22−3147

　平林運動場前
　午前 8時 50分スタート！
【お問い合わせ】
　教育委員会
　☎ 22−5361

11/12
（日）
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　9月30日から10月9日にかけて、さわやか
な秋晴れのもと、町内の小学校と保育所で運動
会が開催されました。
　この日のために一生懸命練習してきた子ども
たちは、たくさんの声援を受け、笑顔と元気で
輝いていました。

  9 月 30日  増穂小学校
  鰍沢小学校
10月   8 日  保育所連合
10月   9 日  増穂南小

増穂小

増穂南小

『みんなが主役！ レッツトライ！
日本一の運動会2017』

『27人 一致団結
ゆずっ子パワーを出し切ろう！』

増穂小

増穂南小

平成 29. 11 月号　No.92（12）



鰍沢小

保育所

『パワー全開
みんなが輝く運動会』

『げんきに あかるく なかよく』

鰍沢小

保育所
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◆
開
催
の
対
象
者

　
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
、
グ
ル
ー
プ
、
無
尽
会
な
ど
の
集

ま
り
（
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
）

◆
開
催
ま
で
の
手
順

　
「
テ
ー
マ
」に
つ
い
て
は
、特
に
制

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
例
）

・
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
に
つ
い
て

・
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

・
老
後
の
生
き
が
い
活
動
に
つ
い
て

な
ど

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の

概
ね
2
時
間
以
内
で
、
希
望
す
る
日

時
を
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
会
場
は
、
町
内
に
限
り
ま
す
。
ご

希
望
の
会
場
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

　
申
込
書
は
、
政
策
秘
書
課
広
聴
広

報
担
当
で
受
け
取
り
に
な
る
か
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
決
定
通
知
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

　
町
長
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
を
所
管
す

る
担
当
課
職
員
な
ど
が
出
席
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
座
談
会
の
運
営
お
よ
び
運
営
に
係

る
経
費
は
、
申
込
団
体
な
ど
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
座
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑴　
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は
善

良
な
風
俗
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑵　
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
た
催
し
な
ど
を
行
う
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑶　
批
判
、
苦
情
ま
た
は
個
別
の
相

談
な
ど
を
目
的
と
し
て
行
う
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

⑷　
右
記
の
ほ
か
、
座
談
会
の
目
的

に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

町長と語る「車座座談会」
〜皆さんの団体、無尽会へ町長が伺います〜

　町では、「町民参加によるまちづくり」を進めるため、町民
の皆さんに積極的に町政へ参加していただく機会として、「車
座座談会」を開催しています。
　これは、町民の皆さんに行政に関心をもっていただくこと
や日頃から町政に対する疑問点や意見などの発言の場とし
て、皆さんと町長とが車座になって直接対話する座談会です。
　硬い会議ではありません。町長とざっくばらんに語り合い、
町政を身近なものとして感じていただけるよう開催するもの
です。各団体の定例会や無尽会などの集まる機会に、この座
談会を開いてみませんか。

③
開
催
場
所
を決め

て
く
だ
さ
い

⑤
町
で
日
程
を
調
整
し
、

申
込
者
に
連
絡
し
ま
す

⑥
車
座
座
談
会
の
開
催

④
申
込
書
に
①
〜
③
と
必
要
事

項
を
記
入
し
、
政
策
秘
書
課
広

聴
広
報
担
当
に
提
出
し
ま
す

①
「
テ
ー
マ
」
を

決
め
て
く
だ
さ
い

②
開
催
日
時
を決め

て
く
だ
さ
い

開催
しませんか？
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第8回第8回 富士川町テニス大会

◆日　　時� 12月3日（日）　午前8時30分〜
◆場　　所� 町民体育館
◆参加資格� �町内在住、在勤、在学の方。ファミリー

の部は、小学生以下2人、中学生以上
2人。フリーの部は、中学生以上

◆チーム編成� �1チーム4人以上（男女の制限は設け
ません）

◆試合方法� �参加チーム数により、リーグ戦または
リンク戦方式

◆参 加 料� �1チーム1,000円（小・中・高校生の
チームは無料）

　※参加料は、代表者会議に持参してください。
◆代表者会議� 11月29日（水）午後8時
� 町民体育館会議室
　※当日、体育館で練習できます。
◆申込締切� 11月25日（土）

●お申し込み・お問い合わせ
体協バレーボール部長　小林
　☎090−8508−4773
　FAX�22−3817

バルーンアートを
作ろう！

　バルーンアートってご存知ですか。風船をひねっ
たり、結んで連結させたりすることで、かわいいオ
ブジェを作ることができます。親子での参加も大歓
迎です。みんなで楽しみましょう！

◆日　　時� 12月9日（土）　午前10時〜正午
◆場　　所� 町民会館　学習室
◆定　　員� 15人（先着順）
� ※小学生以下は保護者同伴
◆参 加 費� 1人500円（当日徴収）
◆講　　師� バルーン『風』の皆さん
◆持 ち 物� はさみ、大きめの袋
◆申込締切� 11月30日（木）

●お申し込み・お問い合わせ
　生涯学習課　社会教育担当　☎22−5361
　※電話または直接お申し込みください。

◀▲この作品（正月飾り・門松）を
作るよ♪

◆日　　時� 11月26日（日）　午前8時30分　※予備日12月3日（日）
◆種　　目� 男子シングルス　A、Bクラス
� 女子ダブルス　　A、Bクラス
� 壮年ダブルス（性別不問、年齢55歳以上）
� 6ゲームマッチ（セミアドバンテージ方式）※参加者により変更があります。
◆場　　所� 利根川公園テニスコートほか
◆参加資格� 町内在住・在勤者、利根川・大法師テニスコート利用者
◆参 加 料� シングルス1,000円　ダブルス1,500円（参加賞あり）
◆申し込み� 所定の参加申込書に記入のうえ、11月16日（木）午後5時まで
� に、参加料を添えてお申し込みください。
� ※参加申込書は、町体育協会事務局にあります。
◆そ の 他�《男子クラスの目安》
� 　Aクラス　県大会（C級以上）で活躍している方または同等の力のある方
� 　Bクラス　県大会（C級以上）で未勝利または未出場の方

●お申し込み・お問い合わせ　町体育協会事務局（教育委員会内）　☎22−5361

第6回

ソフトバレーボール
フェスティバル

（15）平成 29. 11 月号　No.92



峡
南
地
域

5
町
合
同
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時　
11
月
17
日
（
金
）
午
後
7

時
30
分
〜
10
時

◇
場
所　
身
延
町
総
合
文
化
会
館

※
会
場
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
人
数　
県
内
在
住
の
独
身
男

女
各
15
〜
20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
参
加
料　
無
料

※
女
性
参
加
者
に
は
、
婚
活
に
役
立

つ
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
書
籍

と
、
5
町
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法　
メ
ー
ル
に
て
次
の
と

お
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
件
名
〉「
5
町
合
同
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

申
込
」

〈
本
文
〉①
氏
名　
②
生
年
月
日　
③

お
住
ま
い
の
市
町
村　
④
携
帯
電
話

番
号　
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

〈
送
信
先
〉峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

k
n
-k
e
n
m
in
c
@
p
r
e
f.

yam
anashi.lg.jp

ま
た
は
、

山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

w
incere2013@

gm
ail.com

◇
申
込
締
切　
11
月
14
日
（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
8
1
3
0

　
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
☎
0
9
0
―
4
5
9
0
―
9
9
1
5

　
政
策
秘
書
課　
秘
書
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

峡
南
地
域看

護
就
職
説
明
会

　
未
就
業
看
護
職
の
再
就
業
を
支
援

し
、
峡
南
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
に

お
け
る
看
護
職
員
の
充
実
を
図
る
た

め
、
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
や
介
護
な
ど
で
看
護
職
か

ら
離
れ
て
い
た
方
、
も
う
一
度
資
格

を
活
か
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　
11
月
22
日
（
水
）
午
前
11

時
〜
午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後

2
時
30
分
ま
で
）

◇
場
所　
道
の
駅
富
士
川　
2
階
水

防
対
策
室

◇
内
容　
病
院
や
福
祉
関
係
機
関
ご

と
に
、
就
業
に
向
け
た
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）

健
康
支
援
課

　
☎
22
―
8
1
5
5

調
理
補
助
講
習
会

（
食
品
衛
生
責
任
者
資
格
取
得
）

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
で
は
、
高
齢
者
が
お
住
ま
い
の
地

域
で
派
遣
就
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

就
業
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
技
能
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

◇
日
時　
12
月
6（
水
）、7
日（
木
）、

12
日
（
火
）、
15
日
（
金
）　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

◇
場
所　
昭
和
町
総
合
会
館

◇
定
員　
15
人
（
書
類
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
）

◇
受
講
料　
無
料

◇
受
講
要
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希

望
す
る
60
歳
以
上
の
方

（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
が
必
要
で
す
）

◇
申
込
締
切　
11
月
9
日
（
木
）

◇
内
容　
高
齢
者
の
食
事
作
り
を
学

び
、
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
0
5
5
―
2
2
8
―
8
3
8
3

お知らせ

Information

8
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ご
み
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
め
ざ
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

8/1 親子料理教室 145 110 8.47 0.6

8/2 富士川ファンクラブ
子ども富士川流域交流会2017 380 240 18.48 1.3

8/4 ますほ文化ホール�de�ビアホール!! 2,300 1,700 130.90 9.4
8/13 鰍沢ふるさと夏祭り 400 400 30.80 2.2
8/14 青柳5丁目ふれあい納涼祭り 1,070 1,070 82.39 5.9
〃 平林区納涼盆踊り大会 50 50 3.85 0.3
〃 ふるさと大椚　納涼夏祭り 1,510 1,060 81.62 5.8
8/20 ますほジュニアクワイアロビーコンサート2017 309 259 19.94 1.4
8/26 富士川町鰍沢デイサービスセンター夏祭り 400 240 18.48 1.3
〃 NPO法人富士川・夢・未来　酒の会 220 150 11.55 0.8

合計 6,784 5,279 406.48 29

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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狩
猟
免
許
試
験
実
施
の

お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
狩
猟
免
許
試
験
（
狩
猟

免
許
4
種
類
）
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

◇
日
時　

平
成
30
年
1
月
18
日

（
木
）、
19
日
（
金
）
午
前
9
時
20
分

〜
午
後
4
時

◇
場
所　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内

リ
バ
ー
ス
和
戸
館

◇
申
請
期
間　
11
月
1
日
（
水
）
〜

12
月
12
日
（
火
）

◇
受
験
料　
5
，2
0
0
円

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
林
務
環
境
事
務
所　
森
づ
く

り
推
進
課

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
6
7

三
郡
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場

の
期
間
利
用
停
止
に
つ
い
て

　
三
郡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し
尿

処
理
場
）
は
、
防
食
補
修
工
事
の
た

め
11
月
15
日
（
水
）
か
ら
26
日
（
日
）

の
間
、
利
用
停
止
と
な
り
ま
す
。
浄

化
槽
清
掃
お
よ
び
し
尿
汲
み
取
り
を

依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
三
郡
衛
生
組
合

　
☎
0
5
5
―
2
8
4
―
0
4
3
2

「
い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気

　
つ
な
ぐ
声
」

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
子
ど
も
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
対

応
件
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
毎
年
11
月
を
「
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
し
、
社
会

的
関
心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
全
国

で
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
虐
待
と
は
…

・「
身
体
的
虐
待
」

　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と

す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
な
ど
。

・「
性
的
虐
待
」

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る
な
ど
。

・「
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄・怠

慢
）」

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い

な
ど
。

・「
心
理
的
虐
待
」

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ

る
う
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
な
ど
。

◇
迷
っ
た
ら
関
係
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い

　
身
近
に
心
配
な
子
ど
も
、
親
子
は

い
ま
せ
ん
か
？　
虐
待
の
現
場
を
直

接
見
て
い
な
く
て
も「
お
か
し
い
な
」

と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
、
通
告
は
匿
名
で
よ
く
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
課

　
☎
22
―
7
2
2
1

●
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
0
5
5
―
2
5
4
―
8
6
1
7

　
（
休
日
・
夜
間
緊
急
時
）

　
☎
0
5
5
―
2
5
4
―
8
6
2
0

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）

※
3
ダ
イ
ヤ
ル
と
も
夜
間
、
休
日
も

対
応
し
ま
す
。

山
梨
境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
7

◇
日
時　
11
月
11
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
開
演

◇
場
所　
県
立
文
学
館　
講
堂

【
第
一
部
】　
午
後
1
時
40
分
〜

　
「
日
本
の
森
と
世
界
の
森
は
ひ
と

つ
な
が
り
」

講
師　
板
谷
志
乃
（
N
P
O
法
人
森

の
蘇
り
山
梨
支
部
）

【
第
二
部
】　
午
後
3
時
15
分
〜

　
「
音
楽
の
力
」

講
師　
し
ら
い
み
ち
よ
（
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

◇
入
場
料　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
0
5
5
―
2
2
8
―
1
3
1
1

河
川
敷
内
樹
木
を
伐
採
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

　
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
河

川
敷
に
繁
茂
す
る
樹
木
に
つ
い
て
、

伐
採
か
ら
持
ち
帰
り
ま
で
の
作
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

◇
募
集
期
間　
10
月
20
日
（
金
）
〜

11
月
22
日
（
水
）

◇
伐
採
箇
所

①
中
央
市
山
之
神
地
先

②
身
延
町
大
野
地
先

③
身
延
町
大
島
地
先

④
静
岡
県
富
士
市
岩
本
地
先

⑤
笛
吹
市
一
宮
町
田
中
地
先

◇
作
業
期
間　
12
月
下
旬
〜
平
成
30

年
3
月
上
旬
（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
甲
府
河
川
国
道
事
務

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

　
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　
河
川
管
理
課　
河
川
維
持
係

　
☎
0
5
5
―
2
5
2
―
8
8
8
8

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
構
成
に
つ
い
て

　
10
月
3
日
付
け
で
役
職
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
委
員
長　
渡
邊
正
志
氏（
青
柳
町
）

◇
職
務
代
理　
秋
山
義
宏
氏
（
青
柳

町
）

◇
委
員　
折
居
和
雄
氏（
長
澤
）、滝

戸
康
弘
氏
（
最
勝
寺
）

い
ち
は
や
く

　
知
ら
せ
る
勇
気

　
　
つ
な
ぐ
声

い
ち
は
や
く

　
知
ら
せ
る
勇
気

　
　
つ
な
ぐ
声

人

事

人

事
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災
害
や
非
常
時
な
ど
の
「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
は
、
隣
近
所
で
の
助
け

合
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
は
助

け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
、
と

思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
現
実
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
人
は
一
人
で
は
生
き
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
過
日
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
人

を
助
け
、
人
に
助
け
ら
れ
る
自
治
会

を
」
と
、
自
治
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
方
の
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
さ
ん
は
女
性
。
立
川
市

大
山
団
地
の
自
治
会
で
、1
，6
0
0

世
帯
、人
口
約
4
，0
0
0
人
だ
そ
う

で
す
が
、
ご
み
一
つ
な
い
き
れ
い
な

街
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

女
性
が
自
治
会
長
に
？

　
き
っ
か
け
は
、
会
計
監
査
の
夫
の

代
理
で
監
査
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
誤
り
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
、
訂
正
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、

誤
っ
て
支
出
さ
れ
た
お
金
は
戻
ら
な

い
ま
ま
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

役
員
に
任
せ
て
い
た
自
分
た
ち
が
悪

い
と
思
い
、
自
ら
自
治
会
長
に
！　

そ
れ
か
ら
自
治
会
長
を
15
年
間
務
め

ま
し
た
。

住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
自
治
会
を
！

　
「
住
民
が
主
人
公
に
な
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

◇
全
住
民
の
名
簿
登
録

　
非
常
時
に
備
え
、
家
族
構
成
、
自

転
車
を
含
む
車
両
、
動
物
の
飼
育
状

況
を
登
録
。
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

民
生
委
員
と
連
携
し
、
緊
急
時
の
連

絡
先
を
登
録
。

◇
人
材
バ
ン
ク

　
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
の
あ
る
人
や
技

術
者
を
登
録
。

◇
環
境
美
化

　
生
ご
み
の
分
別
や
資
源
化
事
業
、

犬
の
散
歩
時
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
つ
こ
と
な
ど
。

　
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
自
治
会

加
入
率
1
0
0
％
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
こ
と
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
住
み
続
け
た

く
な
る
地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　
8
月
30
日（
水
）、長
澤
区
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、
出
前
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
町
職
員
か
ら
直

接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
後
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
ご
み
の
分
別
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、

「
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
」出
前
講
座

に
伺
い
ま
す
。
開
催
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
の
ご
み
の
出
し
方
は
、
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
、
外
国
の
方
が
理

解
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
外
国
の
方
に
も
ご
み
の

出
し
方
、
分
別
の
仕
方
を
分
か
り
や

す
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
ご
み
の

収
集
計
画
表
と
ご
み
の
出
し
方
の

ロ
ー
マ
字
版
を
作
成
し
ま
し
た
。
必

要
な
方
は
、
町
民
生
活
課
生
活
環
境

担
当
の
窓
口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
屋
根
の
か
わ
ら
は
何
ゴ
ミ
？
」

「
電
池
は
い
つ
出
す
の
？
」な
ど
、ご

み
の
出
し
方
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
担
当
職
員
が
地
域
へ
出

向
き
、
ご

み
の
分
別

に
つ
い
て

の
出
前
講

座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

環境担当です
こんにちは！

使
用
済
家
電
を

〝
無
料
〟で
収
集
し
て
い
ま
す
！

【
収
集
品
目
】

・「
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

乾
燥
機
」
以
外
の
使
用
済
家
電

・
使
用
済
小
型
家
電

【
収
集
場
所
】

・
ふ
じ
か
わ
協
業
組
合

　
☎
22
―
8
0
8
2

【
収
集
時
間
】

・
火
曜
日
、
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

・
第
3
日
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
11
時

遠くの親戚より
近くの他人 !?

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22−7209
Vol.13

『
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
』

出
前
講
座
実
施
！

外
国
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
く

ご
み
の
収
集
計
画
表

（
ロ
ー
マ
字
版
）
作
成
！

【
講
座
内
容
】

○
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

正
し
い
使
い
方
と
悪
い
例
の
紹
介

○
ご
み
の
出
し
方
と
よ
く
あ
る
問

い
合
わ
せ
内
容

○
使
用
済
家
電
の
無
料
収
集
に
つ

い
て

○
衣
類
、
く
つ
、
か
ば
ん
の
無
料

収
集
に
つ
い
て
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「
認
知
症
」と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？　

今
で
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
で
の
伝
え
方
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
少
し
前
ま
で
は
、“
認
知
症
＝

困
っ
た
病
気
”
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
伝
え
方
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
で
も
認
知
症
に
対
し
て
、「
自
分
は

認
知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
」「
何
も

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
何
も
で
き
な

く
な
る
厄
介
な
病
気
」
と
い
っ
た
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認

知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る

脳
の
病
気
で
す
。
徐
々
に
進
行
し
、

最
終
的
に
は
何
も
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
。

　
私
た
ち
の
認
知
症
の
人
に
対
す
る

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
認
知
症

の
人
を
“
何
も
わ
か
ら
な
い
、
何
も

で
き
な
い
人
”
に
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
認
知

症
の
人
で
も
（
特
に
症
状
が
初
期
段

階
の
人
は
）
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
人
を
温
か

く
見
守
り
、
支
え
合
っ
て
い
け
る
よ

う
な
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」と
は
、国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し

た
、
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
取

り
組
み
の
総
称
を
表
し
た
造
語
で
、

英
語
の
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン
（
認
知
）
と

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
運
動
）
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン

課
題
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
課
題
を
同
時

に
行
う
こ
と
で
、
脳
と
体
の
機
能
を

効
率
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な

が
ら
し
り
と
り
を
す
る
、
両
脚
で
左

右
交
互
に
ス
テ
ッ
プ
し
な
が
ら
数
字

を
数
え
、
3
の
倍
数
で
手
拍
子
を
す

る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す

が
、
体
に
も
良
い
運
動
に
な
り
、
脳

へ
も
適
度
な
刺
激
と
な
り
ま
す
。

①
運
動
習
慣
を
つ
け
る
た
め
に
毎
日

行
う
こ
と
。
1
回
の
実
施
時
間
は
短

く
て
も
、
決
ま
っ
た
時
間
に
実
施
す

る
と
よ
い
。

②
適
切
な
運
動
強
度
を
定
め
て
、
無

理
を
し
な
い
程
度
に
行
う
こ
と
。

③
複
数
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合

わ
せ
て
効
率
的
な
方
法
で
行
う
こ
と
。

④
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
同
時
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
、
ど

ち
ら
か
一
方
に
注
意
が
集
中
し
な
い

よ
う
に
行
う
こ
と
。

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
」。皆
さ
ん
も
無
理
を
し
な
い
程
度

に
ぜ
ひ
実
施
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

［9月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町民交流広場整備工事 鰍 沢 220,000,000 ㈱甲州土木・㈱依田組町民交
流広場整備工事共同企業体

低区第 1、第 2配水池潜水清掃及び点検業務委託 最 勝 寺 1,320,000 ノダック㈱　関東事務所
鳥屋柳川、十谷地区簡易水道台帳作成業務委託 鳥屋・柳川・十谷 4,950,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所
公共下水道管渠実施設計業務委託 小林・大椚・青柳町 9,500,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所
境橋橋梁補修設計業務委託 小 林 2,900,000 ㈱ サ ン ポ ー
北部第 2水源取水・送水ポンプ取替工事 𣇃 米 7,390,000 ㈱関東日立　山梨支社
町道新道線配水管布設替工事 鰍 沢 6,500,000 ㈲ 梶 本 管 工
町道𣇃米小林 5号線配水管布設替工事 𣇃 米 2,330,000 依 田 ポ ン プ ㈲
富士川町児童センター赤道付け替え工事 最 勝 寺 1,055,000 源 工 業 ㈱
町道馬門 1号線水路改修工事 最 勝 寺 2,730,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
畔沢農作業道整備工事 鰍 沢 7,800,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
鰍沢汚水枝線 34−29−8 号管布設工事 鰍 沢 11,000,000 ㈱ 柳 澤 建 設
小林汚水枝線 30−29−9 号管布設工事 小 林 6,450,000 ㈱ 天 満 組
小林汚水枝線 30−29−7 号管布設工事 𣇃 米 9,700,000 ㈲ 井 上 興 業
東川拡幅工事 青 柳 町 13,400,000 井 上 建 設 ㈱
平池橋外 7橋橋梁補修工事 富 士 川 町 7,490,000 栄 建 設 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

今月は
サンビューふじかわ
認知症看護認定看護師　
市川留美　が担当です

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の

　
　 

実
施
ポ
イ
ン
ト

健
康
い
き
い
き
情
報

「
認
知
症
」
の
イ
メ
ー
ジ
っ
て
？

ねこ
こま

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の

　
　 

実
施
ポ
イ
ン
ト

（19）平成 29. 11 月号　No.92



災害時の医療救護に関する協定締結 秋の全国交通安全運動街頭指導

給食の生ごみをたい肥化

拓殖大と連携協定締結県体育祭り　8 連覇 !!

　10月 10日（火）、
町は、災害時の医療
救護活動を円滑に実
施するため、南巨摩
郡医師会北部班およ
び富士川病院と「災
害時の医療救護に関
する協定」を締結し
ました。この協定は、
災害発生時、町から
の要請により、医療
救護所の設置場所の
提供や医師の派遣な
どを行うものです。

　9月 21日（木）、
道の駅富士川におい
て、「秋の全国交通安
全運動」と「交通事
故死ゼロを目指す日」
の街頭指導が行われ
ました。当日は、交
通関係団体やヤマト
運輸の協力により啓
蒙品をドライバーに
配布し、交通安全を
呼びかけました。

富士川の治水、歴史を考える
　10月 7日（土）、
8日（日）、ますほ文
化ホールにおいて
「第 6回全国禹王サ
ミット in 富士川」が
開催されました。禹
王生誕の地である中
国や県内外から約
500 人が来場し、治
水や禹王をテーマに
した講演やパネル
ディスカッションの
ほか、禹之瀬の現地
見学などを行い、富
士川の治水、歴史を
話し合いました。

　10月 10 日（月）、第 3保育所の園児が、生ごみを
たい肥化して作られた有機肥料を園庭の野菜畑に撒き
ました。この肥料は、町内の保育所や学校給食から排
出された生ごみから作られたもので、ごみを減らすこ
とや給食を残さず食べることの大切さについても学ぶ
機会となりました。

　町と拓殖大学は、
9月 24日（日）、ま
ちづくりや地域活性
化などで協力する
「包括連携協定」を締
結しました。協定締
結式の後は、道の駅
富士川において、平
林トマトで煮込んだ
「みみストローネ」な
ど、学生たちが考案
したみみの新作料理
を一般客に振る舞い
ました。

　第 70 回山梨県体
育祭り町村の部にお
いて、富士川町が 8
連覇を達成しまし
た。バドミントン、
グラウンドゴルフ、
ターゲットバードゴ
ルフなど、12種目で
優勝し、男女総合得
点で95.5点を獲得。
2 位と 16.5 点差を
つけての優勝でした。
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ふ
じ
か
わ
文
芸

　都内から富士川町に移住し、趣味でさまざまな山の写真を撮り、
先日、町内において櫛形山の写真展を開催した三浦康さんにお話
を伺いました。

■富士川町に移住されたきっかけは？
　山や自然が近く、自分の好きな被写体がある場所で生活してみ
たかったことと、知り合いが富士川町に移住されていたこともあ
り、3年ほど前に移住してきました。

■櫛形山の魅力は？
　原生林に囲まれ、ほかの山にはない森の雰囲気があるところで
す。厳しい山ではないので、すぐに登れるところも魅力ですね。
■写真のどんなところが好きですか？
　きれいな景色や風景を写真に収めることでより深く自分の記憶
に残すことができ、また人に観てもらうことで自分のそのときの
気持ちなどを知ってもらうことができるところです。
■今後の活動は？
　これからも継続して写真を撮り続けて、定期的に写真展を開催
できたらいいですね。そして、たくさんの人に写真を観ていただ
きたいです。

三浦康さんホームページ　https://yasushi-miura.myportfolio.com/

【
短　

歌
】

木
蓮
の
大
葉
に
包
ま
れ
紫
の
花
咲
き
見
ゆ
る
彼
岸
近
き
に

	

保
坂　

公
恵

五
時
起
き
の
川
畑
通
ひ
続
き
た
り
今
日
は
休
養
昼
湯
に
入
る

	

堀
之
内
と
し
子

孫
た
ち
の
夏
休
み
終
へ
盆
も
過
ぎ
や
う
や
く
吾
の
く
ら
し
戻
れ
り

	

矢
崎　

美
代

【
俳　

句
】

野
仏
に
一
碗
の
水
秋
の
暮	

渡
辺　

春
江

人
の
世
の
隅
の
暮
ら
し
や
草
の
花	

内
藤
浜
二
郎

廃
校
に
残
る
オ
ル
ガ
ン
昼
ち
ち
ろ	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

楽
し
み
は
「
花
子
と
ア
ン
」
に
合
う
時
間	

坂
本　

倉
栄

久
々
の
寄
り
道
は
ず
み
荷
物
増
え	

樋
口　

文
子

秋
風
を
良
く
知
る
「
チ
チ
ロ
」
の
大
合
唱	

中
村
み
な
恵

〜景色や風景を
より深く記憶に残す〜

三浦　康さん（𣇃米）
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア

ま
ほ
ら
の
森
　
2
0
1
7

〜
森
か
ら
の
贈
り
物
〜

　

文
化
ホ
ー
ル
の
庭
園
で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
、
町
民
有
志

に
よ
る「
森
か
ら
の
贈
り
物
」を
テ
ー

マ
に
し
た
共
催
企
画
・
森
林
に
親
し

む
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時　
11
月
3
日
（
金
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
（
予
定
）

◇
入
場
料　
無
料

【
森
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク
】

・
お
ち
ば
プ
ー
ル

・
木
っ
ぱ
！　
い
っ
ぱ
い
パ
ー
ク

・
マ
イ
は
し
づ
く
り
＆
わ
な
げ

・
空
き
缶
で
薪
ク
ッ
キ
ン
グ
♪

・
森
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・
森
の
カ
フ
ェ

【
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

・
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

　
①
午
前
10
時
30
分

　
②
正
午

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　
①
午
前
11
時

　
②
午
後
12
時
30
分

・
歌
の
お
兄
さ
ん
（
渡
辺
誠
さ
ん
）

　
①
午
前
11
時
30
分

　
②
午
後
1
時

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

中
村
雅
俊 

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

2
0
1
7
︲
1
8

「O
N

 and O
N

」

〜A
coustic U

nit

〜

■
11
月
11
日
（
土
）
発
売
開
始
！

◇
開
催
日
時　
平
成
30
年
2
月
11
日

（
日
祝
）
午
後
5
時
開
演

◇
入
場
料　
全
席
指
定

　
一　
般　
5
，5
0
0
円

　
友
の
会　
5
，2
0
0
円

【
共
催
事
業
】

シ
ニ
ア
劇
団
交
流
公
演
2
0
1
7

富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団
と

南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座
の
交
流
公
演

　
「
出
会
い
、
生
き
が
い
、
助
け
合

い
」ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
公
演
で
す
。

◇
開
催
日　
11
月
26
日
（
日
）

◇
入
場
料　
無
料
（
入
場
整
理
券
）

◇
開
演
時
間　
午
後
1
時
30
分

①
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
座

　
「
橘
組
長
の
闘
病
―
ホ
ス
ピ
ス
桃

源
」（
作
・
M
U
M
A
、
演
出
・
清
野

知
之
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時
50
分（
予
定
）

②
富
士
川
町
さ
く
ら
劇
団

　
「
喜
七
郎　

ふ
る
さ
と
は
今
も
お

前
を
待
っ
て
い
る
」（
作
、
演
出・水

木
亮
）

ビ
ー
フ
リ
ー

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
7

■
10
月
23
日
（
月
）
発
売
！

（
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
の
窓
口
販
売

は
10
月
24
日
（
火
）
か
ら
）

◇
開
催
日　
12
月
23
日
（
土
祝
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
㈱
ビ
ー
フ
リ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
8
3
―
8
3
0
5

【
予
　
　
告
】

平
成
29
年
度

優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

日
本
映
画
名
作
選 

i
n 

富
士
川

◇
日
程

◆
平
成
30
年
1
月
20
日
（
土
）

　
監
督　
川
島
雄
三

『
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
赤
信
号
』（
昭
和

31
年
・
日
活
）

　
午
後
1
時
〜
午
後
2
時
21
分

　
出
演　
新
珠
美
千
代
、三
橋
達
也
、

芦
川
い
ず
み　
ほ
か

『
雁
の
寺
』（
昭
和
37
年
・
大
映
京
都
）

　
午
後
2
時
35
分
〜
午
後
4
時
13
分

　
出
演　
若
尾
文
子
、
高
見
国
一
、

中
村
雁
治
郎　
ほ
か

◆
平
成
30
年
1
月
21
日
（
日
）

　
監
督　
岡
本
喜
八

『
独
立
愚
連
隊
』（
昭
和
34
年
・
東
宝
）

　
正
午
〜
午
後
1
時
48
分

　
出
演　
佐
藤
允
、
雪
村
い
ず
み
、

鶴
田
浩
二　
ほ
か

『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』（
昭
和

42
年
・
東
宝
）

　
午
後
2
時
〜
午
後
4
時
37
分

　
出
演　
三
船
敏
郎
、
笠
智
衆
、
山

村
聰　
ほ
か

◇
鑑
賞
料
（
当
日
券
の
み
）

　
5
0
0
円
（
1
日
2
作
品
）

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
4
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
11
月
1
日
（
水
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX�22−8815
Mail��info@fbkh.jp

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール
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税金は納期限内に納めましょう !!
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします
〜　差押件数　前年比 2.4 倍（56 件増）のペース　〜

滞納処分等の件数　【期間：H29.4.1〜9.30】� ［単位：件 ※（　）内は前年同月比］

財産差押　計96（＋56）
捜索 公売 タイヤロック

預貯金 保険・共済 その他
80（＋49） 10（＋9） 6（△2） 3（＋2） 3（＋2） 0（△1）

『西郷隆盛の生涯』
『アナログ』ビートたけし著
『地の星』伊吹有喜著
『千夜と一夜の物語』仁木英之著
『角の生えた帽子』宇佐美実著
『回遊人』吉村萬一著
『崩れる脳を抱きしめて』知念実希人著

ほか

【料理部門】
　『世界一美味しい煮卵の作り方』

【お菓子部門】
　『白崎茶会のあたらしいおやつ』

〈高齢化社会の支えあいに〉
　『高齢ドライバーの安全心理学』『親の介護で自滅しない選択』
　『在宅看取りマニュアル』『ケアーのカリスマ』
　『よくわかる高齢者のからだと病気』　など

11月 25日（土）
午前 10時 30分〜 11時　町民図書館
テーマ：おいしい あき みつけた !!
　　　　　『ぐりとぐら』　ほか

【映画化】
　原作『ポンチョに夜明けの風はらませて』
　　　　　　　早見和真著（10/28 公開）
　原作『火花』又吉直樹著（11/23 公開）
　原作『光』三浦しをん著（11/25 公開）
【テレビ化】
　『精霊の守り人〜最終章〜』上橋菜穂子著
　　　11月放送開始　NHK総合（全 9回）

お詫びと訂正
　先月、全世帯に配布しました、『平成 29年度後
期ごみ収集計画表』の「ごみ収集が行われない日」
において、誤りがありました。
　訂正してお詫び申し上げます。

訂　　正　　箇　　所

誤

平成 29年 11月 3日㈮ 文化の日
12月 30日㈯、31日㈰ 年末休み

平成 30年 1月 1日㈪、2日㈫、3日㈬ 年始休み
3月 21日㈬ 春分の日

正

平成 29年 11月 3日㈮ 文化の日
11 月 23日㈭ 勤労感謝の日
12 月 30 日㈯、31日㈰ 年末休み

平成 30年 1月 1日㈪、2日㈫、3日㈬ 年始休み
3月 21日㈬ 春分の日

●お問い合わせ　町民生活課　生活環境担当　☎ 22−7209

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　20 万円　永井重明様（最勝寺）
　「亡父　茂様ご遺志により町の振興のために」

戸籍の窓
自 9月 1日　至 9月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
� 地　区� 氏　名� 性別� 保護者
	天 神 中 條	 深 　千愛	（ちなり）	 女	 武　大
	小　　　林	 池上　荒生	（こうせい）	 男	 亮　一

おくやみ（死亡）
� 地　区� 氏　名� 年齢� 届出人
	最　勝　寺	 石川ふ じ	 91	 大　　輔
	 〃	 大森みさ子	 87	 修　　次
	 〃	 永井　　 	 88	 重　　明
	天 神 中 條	 長澤たつ江	 88	 河西春美
	小　　　林	 堀内　京子	 77	 光　　雄
	青　柳　町	 米長　　勲	 75	 和　　仁
	 〃	 田中いそよ	 102	 清
	 〃	 石井　松雄	 95	 光　　子
	 〃	 中込うめの	 99	 博
	 〃	 米長　悦喜	 87	 美　　紀
	 〃	 西山美智子	 64	 邦　　男
	平　　　林	 手塚　一惠	 80	 美　　彦
	穂　　　積	 秋山　清治	 85	 真　　治

ひとのうごき（10月 1日現在）

人　口� 15,512 人� （－ 12）
　男� 7,562 人� （＋ � 1）
　女� 7,950 人� （－ 13）
世　帯� 6,332 戸� （－ � 1）� ※ (　) 内は対前月比

新刊案内

11 月のおはなし会
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佐野　一
かず
翔
と

くん
（平成 29年 2月・鰍沢北区）
父　桂さん・母　郁美さん

　元気いっぱい一翔！　離乳
食も始まって、さらに大きく
成長中！　パパに『たかいた
かーい』してもらうのが大好
きです♡

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

日向　大
ひろと
翔くん

（平成 29年 1月・青柳町区）
父　芳朗さん・母　真由美さん

詳し
くは
こち
ら

富士川町　アイドル

堀口　　桃
もも

ちゃん
（平成 28年 4月・青柳町区）
父　達也さん・母　美空さん

　かわいい笑顔にみんないつ
も癒されてます。
　これからも元気に大きく
なってね！

　日向家の天使♡
　ニコニコ元気な大翔。
　いっぱい笑って大きくなっ
てね♪

精進くるみちゃん　6歳（天神中條）
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